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あらまし：ICT 利活用（情報活用能力）は、基礎力（コアと５つの基礎力）が含まれている。さらに５つ

の基礎力が社会人に求められる能力として位置づけられている。この研究は、今年度第２回研究会におい

て発表しその続きと位置づけ、2019 年までの研究報告等の産業社会教育にも一歩踏み込んで、一つ目はそ

の情報に対する実態調査を行った結果を別の視点から客観的に評価、検証する。二つ目は、社会にとって

ICTは重要なインフラであり、個人にとっても同じである。科学技術の進歩の象徴であるインターネットが

世の中に普及し、PC利用と共に今も増加している。今日、PC利用から携帯電話利用へ移行し、スマートフ

ォンの使用がほとんどである。本研究報告は新たにインターネットの普及が何をもたらしたのか、インタ

ーネットの存在が生活にどのように影響しているのか。2021 年と今回（2023 年）実施した予備調査から、

傾向を推察し、仮説を上げ、これらについて、検討・整理、分析を行い、考察した内容を報告する。 
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１．ばじめに 

ＩＣＴ利活用、つまり情報活用能力を使う

ことである。その情報活用能力とは「収集、

文責、整理・保管、表現、運用」である。こ

の中には、基礎力（コアと５つの基礎力）が

含まれている。さらに基盤力とは、「論理」と

「数理」の力及び「ICT 基礎知識」のことで

ある。この基盤力がコアで、「情報活用力」「ビ

ジネスフレームワーク」「モチベーション」「コ

ミュニケーション」が「５つの基礎力」とし

て社会人に求められる能力として位置づけら

れている。この研究は 2019 年度第２回研究会

において発表した。2017 年度の全国大会にお

いて発表した先行研究の「数理的処理や経営

学などの研究で医療の人材育成、評価等」を

参考に、研究会における前回までの研究報告

の産業社会教育にも一歩踏み込んで検討、考

察している。一つ目はその情報に対する実態

調査を行った結果を別の視点から客観的に評

価、検証する。二つ目は、社会にとって ICT

は重要なインフラであり、個人に対しても同

じである。科学技術の進歩は、新しい社会の

創造を成し遂げた。その象徴であるインター

ネットが世界に普及し、 

PC → 後の携帯電話 → スマートフォン 

へ、変化している。本研究報告は新たに技術

のインターネットの普及が何をもたらしたの

か、インターネットの存在が生活にどのよう

に影響しているのか。今回実施した予備調査

から、傾向を推察し、仮説を上げ、これらに

ついて、検討・整理、分析を行い、考察した

内容を報告する。 

 

２．インターネット依存調査と結果等 

調査内容は「インターネット依存のチェッ

ク」として「インターネット依存の大きさ・

生活への影響等のチェック 20 項目について

「５段階」で答えてもらった。「全くない：１

点、時々ある：３点、いつもある：５点」な

どの、質問項目・内容である。内容の一部は、 

 

・インターネットで新しい仲間をつくるこ

とがありますか。→ 

・インターネットのために、仕事の能率や

成果が下がったことがありますか。→ 

（残りの質問項目は、省略する） 

調査結果から、現代人は「平均的にオンラ

インを主としたオンラインユーザーである」、

しかしそうでもない者いる。そうではない者

は少数ではあるがインターネットが生活に重

大な影響を与えていると考えている。 
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図１．インターネット依存チェック１ 

注）インターネット依存の調査結果の一部である。 

 

図２．インターネット依存チェック２ 
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 注）インターネット依存の調査結果の一部である。 

 

2019 年の「インターネット依存のチェック」

の実施は、インターネットの普及率の増加と

世帯への PC 導入や携帯電話のインターネッ

ト機能の利用など、以前から問題視していた

「依存症」への懸念である。また、新聞や TV

ニュースなど、インターネット上のゲームア

プリの利用、コミュニケーションに過度にの

めり込んで、依存傾向にないのか、把握する

ためである。これらは、新聞と TV 等では深刻

な問題としており、また社会的な問題に発展

する可能性もある。そのための調査でもある。

このインターネット依存度高いと、生活のリ

ズムが変化し、例えば、健康、精神、学業、

対人関係、そして家族・家庭で影響が出てく

るのである。健康では、「視力低下、頭痛、遅

刻、学習意欲低下、成績が落ちる」「眠れなく

なる、切れやすい、すぐ怒る（怒りぽい）、け

んかする」など、である。」 

図３．では、３分の１は、依存度が高い、

も。残りの３分の２は、「特に異常のあるオン

ラインユーザー」ではない。つまり、インタ

ーネットを主とした生活等ではないことが分

かる。 

 

図３．インターネット依存チェック２ 

 

注）インターネット依存の調査結果の一部である。 

 

 表.１  2019 年、2021 年及び 2023 年の比較表 

実施年度 平均 
全体からの 

割合(%) 

2019 41.82 38.33 

2021 47.34 57.69 

2023 41.15 47.00 

2019 からの増減 0.67 8.67 

注)実施調査結果から比較表を作成した。 

 

表.2  2019 年と 2023 年の比較表 

2023 年度 平均  
全体からの

割合（%） 

2019 年度の平均

から比較（%） 

A 36.38 50.00 86.99 

B 46.76 44.80 111.81 

C 40.31 46.20 96.39 

平均 41.15 47.00 98.40 

注)実施調査結果から比較表を作成した（A,B,C:大学） 

 

３．今後の課題について 

今回で５年目の依存関係の調査である。

2019 年は思ったより依存度が高く・大きくな

かった。しかし、生活の一部であると把握・

認識できる。今後も調査を実施し、詳細に整

理・検討・考察を試みたい。 

0

20

40

60

80

100

0 10 20 30 40

インターネット依存の大きさ 

点 

0

20

40

60

80

0 5 10 15 20 25

インターネット依存の大きさ 

― 104 ―

教育システム情報学会   JSiSE2023

第48回全国大会　 2023/8/29-8/31


